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今回は新 SIRIUS システムのデータ管理形態

面についてお話します。

１．パケットテレメトリデータに対応した

管理構成

宇宙科学研究所（ 現 JAXA 宇宙科学研究本部）

では、 M-V ロケットの時代に入り科学衛星のテ

レメトリ方式として、CCSDS（Consultative

Committee for Space Data System）に準拠し

たパケットテレメトリ方式を採用しました。新

SIRIUS システムはこのパケットテレメトリ方式

に対応することを一つの目的として開発されま

した。下図にパケットテレメトリデータの管理

形態を示しています。以後、この図にそって説明

をして行きます。衛星データは Ｓバンド及び Ｘ

バンドの電波で地上に送られてきます。この Ｓ及

び Ｘのテレメトリテレメトリデータを受信局毎に

分類し、バーチャルチャネル（仮想チャネル）と

呼ばれる単位（例えば、衛星に搭載されている観

測器ごとにバーチャルチャネルを割り当てる）に

テ レ メ ト リ デ ー タ を 分 離 し た も の が 、 図 の

VC1,VC2・・・VCnの部分で VC-ID によって識

別されます。更に、各バーチャルチャネル内のパ

ケットデータ（パケット自身は APID によって識

別される）をサーチして分類整理したものがパ

ケット情報ファイル（データ）です。これにより

目的とするパケットデータを高速に取り出すと共

に衛星データ全体をコンパクトに収納することが

できます。パケット情報データの下にある高速ア
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2．大型計算機の相談窓口について

　大型計算機利用上の質問・トラブルなどは高橋

氏・林氏（内線8391）迄、ネットワーク関係の質

問・トラブルなどは PLAIN センター本田秀之

（RN 1261・内線8073）迄お願いします。

1. 大型計算機の保守作業予定

日 時 VPP800/13

12/26 (金) 18:00 停止

12/27 (土) 9:00 ～ 22:00 メンテナンス

12/28 (日)
9:00 ～ 13:00

メンテナンス
(防災設備工事)

13:00 ～ 連続運転

12/29 (月) 18:00～
1/5 (月) 9:00

自動運転

1/5 (月) 9:00 ～
メンテナンス
 (暖機運転)

1/5 (月) 13:00 ～ 運用開始

※ VPP800 は、スーパーコンピュータのリプレー

スに伴い、来年の 2 月末にて運用を終了しま

す。後継となる新しいスーパーコンピュータ

の概略については、PLAIN センターニュース

の 11月号を参照願います。

クセステーブルは時刻とデータ位置を対応さ

せたテーブルで、時刻をキーとしてハード

ディスク内のデータを高速検索するために使

用します。パケット情報ファイルの作成や不

要データの削除、そしてデータの時刻付等の

処理は基本処理と呼ばれ、SIRIUS 格納前処理

として綿密になされます。旧 SIRIUS システ

ムで管理されていた「あけぼの」衛星データ等

の従来型の非パケット形式のデータは、新シ

ステムでは一つのバーチャルチャネルと一種

類のパケットのみが存在する特殊なパケット

テレメトリ形式として扱われます（旧 SIRUS

上のデータは新システムへ全て移行されてい

る）。各データは右端の衛星データ索引表、受

信局関連表、パスデータ索引表、アクセスパス

管理表を参照することにより目的データを高

速検索出来る構造となっています。管理表と

しては、これ以外に、データ格納装置管理表、

ホスト管理表、データアクセス優先順位管理

表等の管理表があります。これらの管理テー

ブルを参照することにより、データ格納媒体

の構成やデータアクセス経路の選択に自由度

を持たせシステム全体として柔軟な管理構成

としています。

２．セキュリティとデータのアクセス制限

　新 SIRIUS システムでは、データの提供を

SDTP インタフェースによるソケットインタ

フェースによって行っています。そのためセキュ

リティ確保のため SDTP の入り口である中継用

サーバ（CPU サーバ）で IP アドレスの制限や

データ利用範囲の制限を行っています。次にこれ

らのアクセス制限機能についてお話します。

利用者が許可なく他人（他プロジェクト）の

データをアクセスしないように、また平等に資源

の利用を出来るように次のような制限をしていま

す。これらの制限（許可範囲）は、利用者ごとに

登録されます。

１）衛星データに対するアクセス制限

　・衛星プロジェクトのユーザ及び許可を得た

ユーザのみのアクセス．

　・衛星データのアクセス可能な期間を制限

（データ取得１年未満のデータはアクセス不許

可等）．

２）CPU 等の資源に対する制限

　・取得データ量の制限（１度に○○ギガ以上の

データを取り出すことは出来ない等）

　・アクセス時間の制限（ＯＯ時間以上データを

連続してアクセスすることはできない等）

　・アクセス可能なネットワークポート数の制限

これで今回のお話を終わります。次回はデータの

利用形態についてお話します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤　輝雄）


